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株式会社ハマキョウレックス
第55期報告書

株主の皆様へ

連結業績ハイライト

 �ハマキョウレックスは、 
あらゆる物流ニーズにお応えいたします

 経営理念  経営方針
〔心〕
一、人と接するときは、心を込めて
一、仕事をするときは、初心を忘れず前向きに
一、物を扱うときは、心を込めて丁寧に
一、物を運ぶときは、心を込めて安全に
一、如何なるときにも感謝の心を大切に

　物流の役割は駅伝でいえば最終ランナー、地味ではあるが 
信頼された重要な存在。
　当企業グループは信頼に応えて効率的な事業活動の展開と 
継続的で質の高い成長を図り、お客様第一、品質第一を基本に、
企業としての社会的責任を果たしてまいります。
　また、短期的な収益にとらわれず、長期的な視点に立った 
経営を行い、３ＰＬ物流における質的内容の日本一を目指します。

代表取締役社長（ＣＯＯ）
大須賀　秀徳

代表取締役会長（ＣＥＯ）
大須賀　正孝

財務ハイライトはこちら ▶

1,555億00百万円
前年同期比 6.0％増

営業収益

2023.3 2024.3 2025.3

131,912

64,962

140,572

67,363

146,668

72,196

2026.3

155,500

75,424

■通期　■中間 （単位：百万円）

経常利益

2023.3 2024.3 2025.3

12,306

6,090

13,136

6,063

14,279

6,957

2026.3

16,080

7,725

■通期　■中間 （単位：百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益

2023.3 2024.3 2025.3

7,400

3,664

8,305

3,755

8,931

4,284

2026.3

10,720

4,831

■通期　■中間 （単位：百万円）

107億20百万円
前年同期比 20.0％増

160億80百万円
前年同期比 12.6％増

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し
上げます。
　ここに、第55期（2025年４月１日から2026年３月31日ま
で）の事業の概況につきましてご報告申し上げます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも変わらぬご指導、 
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

2026年６月



● １株当たり配当金・配当性向
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連結配当性向
30％達成
見込

21期連続増配
予定

セグメント別概況

財務諸表・配当状況

主要な事業の概況 主要な事業の概況
増収増益の主な要因につきましては、物流センター運営の充実と

前連結会計年度及び当連結会計年度に受託した新規センターが順次
業績に寄与したこと、M&Aによる効果等によるものであります。

また、新規受託の概況につきましては、15社の物流を受託し、前
期受託した１社を含めた16社のうち15社が稼働しております。なお、
物流センターの総数は、194センターとなっております。

増収増益の主な要因につきましては、運賃値上げ交渉による効果
や貸切便収入の増加、M&Aによる効果等によるものであります。

今後につきましては、輸送物量の増加、管理強化による輸送コス
トの抑制に努めるとともに、近物レックス㈱において、事業開発の
専門部署を中心とした、新規案件の獲得やグループ内での取引拡大
を進め、収益性の向上に努めてまいります。

物流センター事業 貨物自動車運送事業

2023.3 2024.3 2025.3

82,896

40,685

89,902

42,376

94,599

46,352

2026.3

100,937

48,839

営業収益
■通期　■中間 （単位：百万円）

2023.3 2024.3 2025.3

10,015

4,905

10,641

4,984

11,734

5,649

2026.3

13,068

6,457

営業利益
■通期　■中間 （単位：百万円）

（単位：百万円）● 連結貸借対照表の概要
資産の部 負債・純資産の部

合計
159,446

合計
159,446

合計
172,360

合計
172,360

現金及び預金
23,643

流動資産
45,758

流動資産
49,675

現金及び預金
26,509

固定資産
122,684

有形固定資産
110,629
無形固定資産
2,586
投資その他の資産
9,468

流動負債
34,658
固定負債
22,891

負債
57,549

株主資本
88,685

その他の包括利益累計額
873

非支配株主持分
12,337

純資産
101,896

流動負債
35,764
固定負債
25,484

負債
61,248

株主資本
96,664
その他の包括利益累計額
1,285
非支配株主持分
13,161

純資産
111,111

有形固定資産
103,171

無形固定資産
2,638

投資その他の資産
7,877

固定資産
113,687

前連結会計年度末
（2025年３月31日）

当連結会計年度末
（2026年３月31日）

前連結会計年度末
（2025年３月31日）

当連結会計年度末
（2026年３月31日）

2023.3 2024.3 2025.3

1,529

721

1,923

652

1,457

787

2026.3

1,712

730

営業利益
■通期　■中間 （単位：百万円）

2023.3 2024.3 2025.3

49,015

24,277

50,670

24,986

52,068

25,844

2026.3

54,562

26,585

営業収益
■通期　■中間 （単位：百万円）

売上高構成比
64.9％

売上高構成比
35.1％

（単位：円、％）

※�当社は2015年９月１日付けで、普通株式１株につき２株の割合にて株式分割を行っております。また、2024年10⽉１⽇付けで、普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。
そのため、2006年３月期の期首に当該株式分割が行われたものと仮定して１株当たり配当金を算出しております。



トピックス　– 医療機器物流事業のご紹介 –

主要な事業所及び関係会社

当社の強み、３PL事業についてはこちら ▶

国内、海外、関連会社の詳細はこちら ▶

　医療機器を取り巻く環境は、医療の高度化や高齢化の進行に伴い、益々複雑化・ 
多様化しています。在庫の適正化や院内業務の効率化など、医療現場のニーズに
応じたサプライチェーン全体の最適化が求められています。ハマキョウレックス
では医療機器メーカー・卸売事業者・医療機関を結ぶ物流ネットワークを構築し、
メーカー物流から卸物流、さらに院外物流（SPD）まで一連の物流を一括して受
託しています。入荷・検査から保管・在庫管理、出荷・配送まで一貫して対応す
ることで、物流全体の効率化と品質向上を実現しています。

❶ メーカー物流（製造業）
　当社の強みの一つは、医療機器製造業を取得して業務を行っている点です。製造業とは薬機
法に基づき、品質の検査、法定ラベルの貼り付け、添付文書の封入などの流通加工を行うもの
であり、これらの作業を行わないと市場へ出荷することができません。本来メーカー側が担う
業務ではありますが、当社では製造業のライセンスを取得し、メーカーから委託を受けて業務
を行っています。また、医療機器に特化した国際規格「ISO13485」を取得しており、薬機法
への対応に加え、国際基準に基づいた品質管理体制を構築しています。

❷ 卸物流
　卸売事業者の物流センター機能として、各支店の営業担当者単位での出荷や、病院単位・部
署単位での出荷を行っています。メーカー物流と連動した在庫・出荷管理を行うことで、無駄
のない効率的な物流運用を実現しています。また、医療機器の特性上、緊急出荷が求められる
ケースにも対応できる体制を整えており、迅速かつ正確な配送により医療現場を支えています。

❸ 院外物流（SPD）
　院外物流においては、Supply（供給）・Processing（加工）・Distribution（流通）の機能を担い、「使用した分だけ補充する」仕組みを構築し
ています。メーカー物流・卸物流と連携した一貫運用により、院内在庫の適正化と業務効率化を実現しています。また、病院内の各部署単位での
管理・供給を行うことで、よりきめ細かな物流対応を実現しています。

医療機器物流事例についてはこちら ▶

医療機器物流事例

国内物流センター

194拠点
近物レックス配送拠点

104拠点

（2026年３月31日現在）

東北エリア

２拠点

北海道エリア

３拠点

関西エリア

26拠点
中国・四国エリア

12拠点

関東エリア

89拠点

中部エリア

54拠点
九州・沖縄エリア

８拠点

62（623,509.65㎡）

194（1,660,884.43㎡）
132（1,037,374.78㎡）

自社センター
借用センター
計

本社
物流センター数（延べ床面積）

SAMRX

インド



〒430-0841 静岡県浜松市中央区寺脇町1701-1
TEL 053-444-0055

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

株主の皆さまの
声をお聞かせください

ご回答いただいた方の中から抽選で薄謝を進呈させていただきます。 本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する「コエキク」サービスにより実施いたします。
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」        koekiku@pronexus.co.jp

アクセスキー  https://koekiku.jp

株主メモ 各種手続のお申し出先
●住所変更、名義変更、配当金の受け取り方法の指定、
　単元未満株式の買取・買増等のお申し出先について

区分 お申し出先

証券会社でお取引を
されている株主様 株主様の口座のある証券会社

特別口座（証券会社に
口座のない）の株主様

三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
（左記、電話照会先をご参照ください）

●未払配当金の支払いについて
　株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申し出ください。

事 業 年 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基 準 日 定時株主総会・期末配当　毎年３月31日

中間配当　　　　　　　　毎年９月30日
公 告 方 法 電子公告（https://www.hamakyorex.co.jp）

ただし、電子公告によることができないときは、
日本経済新聞に掲載する方法とします。

株 主 名 簿 管 理 人 及 び
特別口座の口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵送物送付先）

（ 電 話 照 会 先 ）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-782-031（フリーダイヤル）
受付時間 ９：00～17：00（土日休日を除く）

インターネット
ホームページURL https://www.smtb.jp/personal/procedure/agency/

（よくあるご質問（FAQ）） https://faq-agency.smtb.jp/?site_domain=personal

ホームページのご案内

当社ホームページでは各種最新情報を発信していますのでぜひご覧ください。

https://www.hamakyorex.co.jp/ https://www.hamakyorex.co.jp/ir/

■ コーポレートサイトトップ ■ IRサイトトップ


